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怠願の総合優勝達成!
〈国体バレーボール富山県選手団忍び役員〉

10月18日、ありそドームで行われた国体バレーボ
ール総合表彰式に集まった富山県選手と役員全員。

富山県勢は、男子9人制が初優勝など大活躍をした。

地元魚津のNCIは、優勝した強豪静岡との対戦でフ

ルセット、ジュースの末に惜しくも敗れ、四位となった。

レかレ、この日はどの選手も大事を達成した後の晴々

とした表情で、自信に満ちあふれ輝いていました。

』官一一 一一一-，

一

(ありそドーム)

発行/魚津市 編集/企画広報室干937-8555富山県魚津市釈迦堂一丁目10番1号TEL0765-23-1015
ホームページアドレス/http://www.city.uozu.toyama.jp (広報は毎月1日発行です。)



去る10月14日から19日にかけて、「あいの風 夢のせて」のスローガンのもと20世
紀最後の大会として開催された、第 55回国民体育大会秋季大会12000年とやま国体」
は熱い感動と思い出を残し無事終了することができました。
魚津市開催競技会も連日大勢のみなさんにご来場いただき、選手たちヘ熱い声援
や心のこもった応援を賜りありがとうございました。全国から訪れた選手・役員の
みなさんは「また必ず魚津ヘ来ます。」という言葉を残して帰郷されました。

a 



( 天皇・皇后両陛下、バレーボールをご親戦 } 

それぞれに結果をのこし、大会は終了しました
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成年男子

高等学校野球(軟式)

県
一都
一県
一
県

馬
一京
一山
一重

群
一東
一富
一三

勝
一位
一位
一
位

優
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育英高等学校 (兵庫県)

松商学園高等学校 (長野県)

四日市高等学校 (大分県)

鹿児島実業高等学校(鹿児島県)
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四日市高等学校
(大分県)

前橋商業高等学校
(群馬県)

松山商業高等学校
(愛媛県)

県立般車商業高等学校
(岐阜祭)

県

足』
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育英高等学校
(兵庫県)

富山商業高等学校
(富山県)

鹿児島実業高等学校
(鹿児島県)

広陵高等学校
(広島県)

倉敷工業高等学校
(関山県)

松簡学関高等学校
(長野県)



大会旗・耀火リレー

10月11日さわやかな秋晴れのも と沿道の大きな声援に
送られながら大会旗 ・止巨火は市内をリレーされました。

大会を支えていただいまニ
ボランテ .(f7fDみなさん
ご協力ありがとうございました

(休憩所)、

式典アシスタ ン 卜や

必 賞状はボラ ンティアのみなさんが書力 メラ記録のご協力
環境美化ボ目ランティアのみなさん きました もいただきました

式典の放送のみなさん 高校生のみなさんもよ く動きました

2000年とやま国体は多くの市民のみなさまの
ご協力により、成功裏に終了しました。
地道な下準備から大会のあとかたずけまで、
長期にわたりご支援ご協力いただきました市民
のみなさま及び関係諸国体の方々に心からお礼
申し上げます。誠にありがとうございました。

l国体の記念にいかがですか?

歓迎用に使用した品物をお譲リし
ます。ご希望の方は 11月20日ま
で国体事務局までご連絡ください。
※申込み先着順
-木製プランタ- 300個
・歓迎のぼり旗 500枚
・のほtり旗用棒 500本
・のほlり旗設置台 50個
惨連絡先 国体事務局H23-1093
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体育功労 教育功労

4・h
こまつ のぼる

小松昇さん

中央通り・ 73歳

多年にわたリ卓球競技の
普及発展に努め本市生涯ス
ポーツの振興に尽くされた。

産業経済功労

魚津市読菜振興会

多年にわたり読菜の生
産技術や市場流通の向ょ
に努め本市農業の発展に
尽くされた。

わ 市活 13 

れ11の動ぃ個
ま月発、ず人

す2展ボれ
。日にラの 4 
、尽ン皆団

市くテさ体
役さイん
所れアも
でた活、

表f動仕
彰で、を事
式す通ゃ
が。し地

行六域

たかむら くにお

高村 園雄さん

本新町・ 75歳

多年にわたリ道下公民館
館長として地域の生涯学習
の充実に尽くされた。

こしの よしえ

越野芳枝さん

火の宮町・ 72歳

多年にわたり中央公民館整
備体操教室講師として本市生
涯学習の普及に尽くされた。

たかもり ともね

高森知音さん

浜経団・ 59歳

多年にわたり勤労青少年ホー
ム煎茶教室講師として勤労青
少年の指導に尽くされた。

a 

平
成
臼
年
度

人命救助功労

みつい たかゆき

故三井 貴之さん

友道・ 軒32歳

平成 12年 7月2日の人命
救助行為は市民の模範とす
るところであった。

地方自治功労

やまおか のぷよし

山岡 信義さん

本江・ 69歳

多年にわたり魚津市収入
役等として地方自治の伸展
と住民福祉の増進に尽くさ
れた。



厚生功労

鴨川にもサケを呼ぶ会

多年にわたリ鴨川の清掃
活動等を通じ河川環境美化
意識の高揚に努め地域環境
の保全に寄与された。

地域医療功労

さかもと しんぎ

坂本信義さん

江口・ 68歳

永年にわたり医師として市
民の健康管理に努めるととも
に地域医療の発展に尽力され
た。

はやかわ さわえ

早川 佐和重さん

緑町・ 67歳

永年にわたり医師として市
民の健康管理に努めるととも
に地域医療の発展に尽力され
た。

災害防護功労

はしもと きんじ

橋本欽司さん

双葉町・ 63歳

永年にわたり魚津市消防団
にあって献身その職務に精励
し本市の防災と市民の福祉増
進に尽くされた。

よしさき みのる

吉崎賓さん

本新町・ 63歳

永年にわたリ魚津市消防団
にあって献身その職務に精励
し本市の防災と市民の福祉増
進に尽くされた。

てらだ みのる

寺田 賓さん

住吉・ 63歳

永年にわたり魚津市消防団
にあって献身その職務に精励
し本市の防災と市民の福祉増
進に尽くされた。

盆

産業経済功労

あさの せいさく

朝野清朔さん

東町・ 78歳

多年にわたリ農業協同組
合長として本市農業の振興
に尽くされた。

うおずみ よしひこ

魚住義彦さん

諏訪町・ 68歳

多年にわたり北洋漁業及び
沖合・沿岸漁業に従事し本市
水産業の振興に尽くされた。

魚津屋気楼研究会

多年にわたり霊気楼に関
する研究を行うとともに霊
気楼の話題を広く提供し本
市のPRに寄与された。

治安維持功労

大町校下防犯組合

多年にわたり防犯活動の
普及推進に努め地域社会の
治安維持に尽くされた。



シリーズ
介護保険制度

その⑭

。&fA
今
月
は
介
護
保
険
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
に

よ
せ
ら
れ
た
主
な
問
合
せ
な
ど
を

Q
&
A
で

紹
介
し
ま
す
。

Q 
保
険
料
は
、
な
ぜ
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
か
?

h
‘

ご

存

じ

の

よ

う

に

、

高

齢

の

方

が

急
激
に
増
加
し
て
お

』

，

り
、
医
療

・
保
健

・
介
護
等
は
若
い
世
代
だ
け
で
は
支
え

き
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
の
一
生
を
通
じ
て
み
た
と
き

に
2
人
に

1
人
は
介
護
が
必
要
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

介
護
の
問
題
を
国
民
み
ん
な
で
支
え
あ
う
の
が
介
護
保
険
の
大
き
な

目
的
で
す
。
介
護
保
険
事
業
を
運
営
す
る
費
用
の

1
/

2
を
判
歳
以

上
の
被
保
険
者
の
方
が
公
平
に
負
担
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

Q 
も
う
す
ぐ
初
歳
に
な
り
ま
す
。
保
険
料
は
、

い
つ
か
ら
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
?

A 
年
度
の
途
中
で
満
州
叩
歳
に
な
る
場
合
は
、
資
格
が
発
生
し

た
月
か
ら
月
割
で
計
算
し
た
額
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

(
例
)
・
ロ
月

5
日
が
刊
歳
の
誕
生
日
の
場
合

ロ
月
か
ら
資
格
発
生
し
、
ロ
月
分
か
ら
保
険
料
を
納
付

.
ロ
月

1
日
が
刊
歳
の
誕
生
日

日
月
か
ら
資
格
発
生
し
、
日
月
分
か
ら
保
険
料
を
納
付

※
誕
生
日
が

1
日
の
場
合
の
資
格
発
生
は
、
前
月
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
年
齢
計
算
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
か
ら
で
す
。

お

知

@
高
齢
者
ふ
れ
あ
い

無
料
入
浴
デ
イ

-

日

時

什

月

8
日
(
水
)

午
後

2
時
か
ら

5
時
ま
で

・
場
所
は
た
ち
湯
(
双
葉
町
)

・
対
象
者
刊
歳
以
上
の
方

V
問
合
せ
先

市
役
所

1
階
・
高
齢
介
護
課

8
n
・
1
0
0
7

り

せ

@
高
齢
者
向
け
情
報
交
流
シ
ス
テ
ム
モ
ニ
タ
ー
募
集

高
齢
者
で
も
使
い
や
す
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
型
パ
ソ

コ
ン
を
使
っ
て
、

お
友
達
と
テ
レ
ビ
電
話
で
お
し
ゃ
べ
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
市
役
所

か
ら
の
情
報
も
簡
単
操
作
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

6
か
月

間
使
っ
て
い
た
だ
き
、
使
い
勝
手
の
モ
ニ
タ
ー
を
お
願
い
し
ま
す
。

av
シ
ル
バ
ー
モ
ニ
タ
ー
叩
名

・
概
ね
的
歳
以
上
の
方
で
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
第

1
・
2

・
3
期

工

リ
ア
に
お
住
ま
い
の
方
(
バ
リ
ア
フ
リ
ー
型
パ
ソ

コ
ン
は
貸
与
。

ケ
ー
ブ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
土
事
費
と
利
用
料
は
無
料
)

-

一
般
モ

ニ
タ

ー

叩

名

・
福
祉
に
関
心
の
あ
る
方
で
、
高
齢
者
か
ら
の
質
問
に
回
答
し
て

い
た
だ
い
た
り
、
テ
レ
ビ
電
話
で
応
答
し
て
い
た
だ
け
る
方

・
ケ
ー
ブ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
加
入
者
で

U
S
B
端
子
付
き
の
パ

ソ
コ
ン
を
お
使
い
の
方
(
パ
ソ

コ
ン
用
力
メ
ラ
な
ど
の
必
要
機
材

は
貸
与
)

-
申
込
み
締
切
り
什
月

μ
日
(
金
)

V
問
合
せ
・
申
込
み
先

市
総
務
課
情
報
シ
ス
テ
ム
係

-• 

E
M
A
-
-
0
2
1
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まで

Q 

年
の
途
中
で
侃
歳
に
な
っ
た
場
合
の
保
険

料
の
納
め
方
は
ど
う
な
り
ま
す
か
?

h
、

原

則

、

平

成

ロ

年

4
月
2
日
以
降
に
白
歳
(
第
1
号
被
保

』

，

険

者
)
に
な
っ
た
人
や
平
成
ロ
年

4
月
1
日
以
降
に
他
の

市
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た
防
歳
以
上
の
人
の
保
険
料
は
、
平
成
日

年
叩
月
ま
で
は
市
の
窓
口
へ
の
個
別
納
付
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
以
降
、

そ
の
ま
ま
個
別
納
付
(
普
通
徴
収
)
に
な
る
か
、
年
金
か
ら
天
引
き

(
特
別
徴
収
)
に
な
る
か
は
、
そ
の
人
の
年
金
の
額
や
種
類
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。

Q 

特
別
徴
収
で
は
な
く
、

も
い
い
で
す
か
?

0
8

命

自
分
で
納
付
し
て

h
‘

平

成
ロ
年

4
月
1
日
現
在
で
、
老
齢
退
職
年
金
の
給
付

』

a
を
年
額
四
万
円
以
上
受
け
て
い
る
方
で
、
防
歳
以
上
の
方

は
、
特
別
徴
収
(
年
金
か
ら
の
天
引
き
)
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

支
払
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
任
意
で
の
選
択
は
で
き
な
い
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
従
っ

て
、
年
金
の
支
給
停
止
や
資
格
喪
失
等
に

よ
る
保
険
料
の
減
額
、
ま
た
、
災
害
等
特
別
な
事
情
が
な
い
場
合
は

特
別
徴
収
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

Q 

保
険
料
を
滞
納
し
た
場
合
特
別
な
措
置
は

あ
り
ま
す
か
?

A 
介
護
サ

ー
ビ

ス
を
利
用
し
た
際
の
利
用
者
負
担
は
、
通

常
は
か
か
っ
た
費
用
の

l
割
で
す
が
、
保
険
料
を
滞
納
し

て
い
る
と
滞
納
期
間
に
応
じ
て
次
の
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

・
費
用
の
全
額
を
い
っ
た
ん
利
用
者
が
負
担
し
、
申
請
に
よ
り
後
で

保
険
給
付
(
費
用
の

9
割
)
が
行
わ
れ
る
形
と
な
り
ま
す
。

・
費
用
の
全
額
を
利
用
者
が
負
担
し
、
申
請
後
も
保
険
給
付
の
一
部
、

又
は
全
部
が
一
時
的
に
差
止
め
と
な
っ
た
り
、
滞
納
し
て
い
た
保
険

料
と
相
殺
さ
れ
ま
す
。

・
利
用
者
負
担
が
1
割
か
ら

3
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

Q 
保
険
料
を
納
め
る

の
が
困
難
な
場
合

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
で

す
か
?

A 
災
害
な
ど
の
特
別
な
事

情
で
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
と
き
は
、
税
務
課
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

(
対
象
団
体
・
個
人
・
法
人
)

・
日
時
什
月
市
日
(
木
)
午
前
9
時
叩
分
j

・
会
場
新
川
文
化
ホ
ー
ル

事
業
所
の
給
与
担
当
の
方
は
、

V
問
合
せ
先
魚
津
税
務
署

必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
0

2μ
・
1
3
7
0

登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
を
取
り
壊
さ
れ
た
と
き
や
、
個
人
闘
で

売
買
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
届

出
が
な
い
と
、
従
来
通
リ
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

ま
た
「
自
分
の
土
地
に
疑
問
が
あ
る
」
な
ど
、
固
定
資
産
税
の
内

容
に
つ
い
て
、
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

V
届
出
・
問
合
せ
先

市
税
務
課
課
税
係

B
n
・
-
0
6
9

国
税
庁
で
は
、
「
暮
ら
し
を
支
え
る
税
」
を
テ
ー
マ
に
、
今
年
も

什
月
什
日
(
土
)
か
ら
げ
日
(
金
)
ま
で
を
「
税
を
知
る
週
間
」
と
し

て
、
八
王
国
的
に
各
種
行
事
を
行
い
ま
す
。
魚
津
市
で
は
サ
ン
プ
ラ
ザ

3
階
催
事
場
に
お
い
て
次
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

。
税
の
作
品
展
及
び
暮
ら
し
の
中
の
税
金
展

・
期
間
什
月
叩
日
(
金
)
か
ら
什
月
げ
日
(
金
)
ま
で

O
市
内
小
学
5
年
生
の
書
道
応
募
作
品
「
税
を
知
る
」
及
び
中
学

生
の
描
い
た
ポ
ス
タ
な
ど
の
展
示

O
暮
ら
し
を
支
え
る
税
金
資
料
の
展
示

。

税
金
ク
イ
ズ
で

『プ
レ
ス
テ
2
』
を
当
て
よ
う
!

・
応
募
期
間
什
月
ゆ
日
(
日
)
ま
で

・
賞
品
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
2

・
ア
ド
レ
ス

Z
5
一¥
¥
52
2・
5
え
0
く

ω
ヨ
ω・0
0

ヨ

V
主
催
富
山
税
務
連
絡
協
議
会

-
日
時
刊
月
ロ
日

(日
)

午
後
1
時
か
ら

4
時
ま
で

・
場
所
サ
ン
プ
ラ
ザ
3
階
催
事
場

相
続
し
た
時
や
マ
イ
ホ
ー
ム
を
持
っ
た
と
き
な
ど
の
税
の
質
問
に

北
陸
税
理
士
会
魚
津
支
部
の
税
理
士
が
お
答
え
し
ま
す
。
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私たちが

魚津をPRします

‘'、
仏~公ミ

しんきろう小町

浦崎由紀子さん

蝶六小町

山本幸恵さん

たてもん小町

藤村真希子さん

魚
津
を

P

R
す
る

3
人
の

「
小
町
」
が
選
ば
れ
て

3
か
月

近
く
が
た
ち
ま
し
た
。
彼
女
た

ち
は
元
々
は
普
通
の
女
の
子
。

小
町
に
な
っ
た
意
気
込
み
を
聞

い
て
み
ま
し
た
。

「
友
達
と
い
っ
し
ょ
に
幻
歳

の
記
念
に
応
募
し
た
ん
で
す
が

ま
さ
か
こ
こ
ま
で
く
る
と
は
思

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
」
と
蝶
六

小
町
の
山
本
さ
ん
。
「
こ
の

2

か
月
は
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り

で
大
変
で
し
た
。
で
も
小
町
に

な
っ
た
か
ら
に
は
、
や
り
と
げ

た
ぞ
っ
!
っ
て
言
え
る
よ
う
に

が
ん
ば
リ
た
い
で
す
。
」
と
意

気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
会
社
の
上
司
が
知
ら
な
い

聞
に
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
て

た
み
た
い
で
す
。
」
と
は
し
ん

き
ろ
う
小
町
の
浦
崎
さ
ん
。

「
こ
れ
か
ら
い
ろ
ん
な
事
を
体

験
し
て
ゆ
く
ん
だ
ろ
う
け
ど
、

自
分
自
身
も
成
長
し
て
ゆ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
」
浦
崎
さ

ん
は

3
人
の
中
で
は
最
年
少
。

が
ん
ば
リ
、
や
さ
ん
な
一
面
も
の

ぞ
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

「
小
町
に
な
っ
て
一
番
の
苦

労
は
長
時
間
、
同
じ
姿
勢
を
キ
ー

プ
す
る
こ
と
で
す
ね
。
仕
事
が

終
わ
っ
た
ら
足
が
む
く
ん
じ
ゃ
っ

て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
」
と

小
町
の
知
ら
れ
ざ
る
苦
労
を
語
っ

て
く
れ
た
の
は
た
て
も
ん
小
町

の
藤
村
さ
ん
。
「
今
ま
で
知
ら

な
か
っ
た
世
界
に
ふ
れ
て
見
る

こ
と
聴
く
こ
と
す
べ
て
が
新
鮮

で
す
。
い
ろ
ん
な
事
を
身
に
つ

け
て
精
進
し
て
ゆ
き
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」

藤
村
さ
ん
は

3
人
の
な
か
で
は

ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
的
な
存
在
。

い
つ
も
和
や
か
な
雰
囲
気
を
つ

く
り
だ
し
て
い
ま
す
。

3
人
に

「
小
町
に
な
っ
て
一

番
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
何
で
す

か
?
」
と
質
問
す
る
と
「
い
ろ

ん
な
人
達
に
出
会
い
、
皆
さ
ん

に
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
る
こ

と
で
す
」
と

口
を
そ
ろ
え
て
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。

「
来
年
の
夏
ま
で
の
短
い
期

間
で
す
が
、
み
な
さ
ん
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
j
す
。
」

・
・
・
期
待
の
三
人
娘
で
し
た
。 商工フェアで NICE.TVをPR

-・量.・--
さ
で
介
い
¥
。

紹
な
し
-

で
レ
百
九

わ
テ
ム
u
f

の
、
て
し

ち
ら
し
い

た
た
加
願

友
れ
参
お

聞聞闘-・・園調鵬調関--.闇--
-ー
-劃園-圃---鋼聞-調・・--鋪闘陣

10月号の金谷さんから

スター ト

鈴木克比己さん (中央通り)

体を動かすことが

大好きです。ピー

チポールやテニスはもう長

いことやってますね。スポー

ツを通していろんな友達が

できるのがうれしいです。

旬、
相ひさん {章者金星)

テニスをしている

と応援してくれる

仲間がたくさんいるのがう

れしいです。友達はなによ

りの宝物ですね。これから

も多くの仲間たちと仲良く

なりたいて"す。

米LlJ

テニス仲砲の米山さんヘ

白

子媛桜な武翻さんへ
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さよなら NCI...惜別の紅白試合10/21 
総合体育館でNCIファンの集い

叩
月
げ
日
国
体
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
成
年

男
子
準
決
勝
。

N
C
l
の
対
戦
相
手
は

揚今
年
の
V
リ
ー
グ
準
優
勝
の
東
レ
を
中

…心
と
し
た
静
岡
県
選
抜
。
地
元
応
援
団

一の
熱
狂
的
な
声
援
の
中
、
試
合
は
第
5

一セ
ッ
卜
ま
で
も
つ
れ
込
み
、
つ
い
に
日

一対
日
か
ら
5
度
目
の
ジ
ュ
ー
ス
を
数
え

一ま
し
た
。
そ
し
て
N
C
l
浬
身
の
ア
タ
ッ

一ク
は
無
情
に
も
相
手
ブ
ロ
ッ
ク
に
阻
ま

一れ
試
合
は
決
し
ま
し
た
。

一
「
負
け
た
日
が
最
後
の
試
合
に
な
る
。
」

一国
体
後
の
廃
部
が
決
ま
っ
て
い
た

N
C

一ー
。
強
豪
相
手
に
最
後
の
粘
り
を
見
せ

一ま
し
た
が
決
勝
進
出
へ
の
夢
は
断
た
れ
、

で
」
の
試
合
が
公
式
戦
で
の
最
後
の
試
合

一に
な
り
ま
し
た
。

一

N
cー
は
戦
後
に
創
部
。
そ
の
後
長

一期
に
わ
た
っ
て
休
部
し
て
い
ま
し
た
が
、

一位
年
に
復
活
。
国
体
で
の
総
合
優
勝
を

一目
標
と
す
る
県
の
方
針
に
沿
っ
て
、
幻

一年
に
は
東
京
五
輪
の
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の

一菅
原
貞
敬
さ
ん
を
監
督
に
迎
え
る
な
ど

一チ
l
ム
の
強
化
を
進
め
、
今
冬
に
は
V

1
リ
i
グ
で
優
勝
す
る
な
ど
活
躍
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

一

し
か
し
な
が
ら
不
景
気
が
続
く
中
で

一会
社
と
し
て
も
国
体
後
も
チ

l
ム
を
存

一続
さ
せ
て
行
く
こ
と
は
難
し
く
、
廃
部

-が
決
ま
っ
た
の
は
今
年
8
月
。
そ
ん
な

一状
況
の
中
で
選
手
・
監
督
は
国
体
優
勝

一を
目
指
し
て
猛
練
習
に
明
け
暮
れ
ま
し

一た
。
そ
し
て
最
後
ま
で
諦
め
る
こ
と
な

ι

く
全
力
を
尽
く
し
ま
し
た
が
、
善
戦
及

ふば
ず
敗
れ
ま
し
た
。

叩
月
引
目
、
総
合
体
育
館
で
こ
れ
ま
で

一

応
援
し
て
く
れ
た
フ
ァ
ン
の
た
め
に
「
フ
ァ

ン
の
集
い
」
が
聞
か
れ
、

N
C
l
の
最
後

の
勇
姿
を
見
ょ
う
と
県
内
外
か
ら
閑
人
を

超
え
る
大
勢
の
フ
ァ
ン
が
訪
れ
ま
し
た
。

お
別
れ
の
紅
白
試
合
の
前
に
菅
原
監
督

は
「
国
体
で
は
皆
さ
ん
の
期
待
に
こ
た
え

る
よ
う
な
結
果
は
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

選
手
は
全
力
を
尽
く
し
て
が
ん
ば
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
前
で
こ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

を
着
る
の
は
こ
れ
が
最
後
に
な
り
ま
す
。

長
い
間
応
援
し
て
く
れ
て
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」
と
挨
拶
。
そ
の

後、

2
チ
l
ム
に
分
か
れ
て
紅
白
試
合
を

行
い
ま
し
た
。
終
始
リ
ラ
ッ
ク
ス
ム

l
ド

の
中
、
選
手
た
ち
は
心
か
ら
試
合
を
楽
し

む
か
の
よ
う
に
プ
レ
ー
し
、
試
合
後
は
記

念
撮
影
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
フ
ァ
ン
と
の

最
後
の
ふ
れ
あ
い
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

宮
本
守
主
将
は
「
応
援
し
て
く
れ
た
フ
ァ

ン
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
い
ま

ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
。
」
と
言
葉
を

残
し
ま
し
た
。

N
C
l
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
み
な
さ
ん

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

N
C
l
の
熱
い
戦

い
振
り
は
多
く
の
人
の
心
に
残
っ
て
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う

N
C
I
-
-

盆
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点字や誘導を体験

叩
月
5
日
、
住
吉
小
学
校
で
は

4
年
生
お
人
が

て
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
視
覚
障
害
者
の
方
を
講
師

つ
に
招
い
て
点
字
教
室
が
行
わ
れ
、
点
字
を
学
ぶ
と

な
と
も
に
障
害
者
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

-
』日
ま
ず
は
、
身
の
回
り
に
ど
ん
な
点
字
や
目
印
が

F
使
わ
れ
て
い
る
か
を
学
び
続
い
て
目
の
不
自
由
な

気
方
の
誘
導
の
仕
方
を
体
験
し
ま
し
た
。

の
そ
の
後
点
字
の
基
本
を
教
わ
り
、
実
際
に
点
字

者
板
を
使
用
し
て
自
分
の
名
前
や
住
所
を
点
字
で
打

害
ち
込
ん
だ
名
刺
な
ど
を
つ
く
り
ま
し
た
。

晴
子
供
達
は
初
め
て
使
う
点
字
板
に
悪
戦
苦
闘
し

概
な
が
ら
も
興
味
深
げ
に
学
習
し
て
い
ま
し
た
。

上手に誘導できるかな?

新
川
ヴ
ィ

l
ラ
で
は
市
内
最
高
齢
の

米
津
っ
か
さ
ん
が
却
日
で
満
別
歳
、
ま

た
泉
ヒ
サ
さ
ん
が
何
日
に

ω歳
の
白
寿

を
迎
え
、
石
川
市
長
か
ら
祝
い
状
と
花

、

束

が

贈

ら

れ

ま

し

た

。

け
パ
こ
の
日
は
二
人
と
も
笑
顔
を
み
せ
て

制
官
上
機
嫌
の
様
子
で
、
市
長
が
「
い
つ
ま

お
で
も
お
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
」
と
声

の
を
か
け
る
と
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

訟
兆
す
」
と
元
気
に
こ
た
え
ま
し
た
。

-1
・2

米
津
さ
ん
は

1
日
の
大
半
を
ベ
ッ
ド

船
団
で
過
ご
す
こ
と
が
多
い
も
の
の
体
調
の

1
ん
良
い
と
き
は
童
謡
を
歌
っ
た
り
す
る
と

P
、

さ

の

こ

と

。
ま
た
泉
さ
ん
は
食
欲
も
お
う

m

j
鴻
盛
で
、
す
し
ゃ
ど
ら
や
き
な
ど
が
大
好

パ

宰

都

き

だ

そ

う

で

す

O

o
u
w
詰
こ
の
訪
問
て
あ
二
人
と
も
ま
す
ま
す

唱
E

M
河
|
お
元
気
に
な
ら
れ
た
様
子
で
し
た
。

倫

10/10 
りんごの新品種を試験収穫
新種りんご「こうたろう」

六
郎
丸
の
県
果
樹
試
験
場
で
新
種
の

り
ん
ご
「
こ
う
た
ろ
う
」
の
試
験
収
穫

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
こ
う
た
ろ
う
」

は
東
北
生
ま
れ
の
品
種
の
た
め
、
北
陸

の
気
候
に
適
応
す
る
か
を
確
認
し
て
い

ま
す
。
こ
う
た
ろ
う
は

1
本
の
木
に
別
個
余

り
が
実
り
、
調
査
の
た
め
に

1
つ
ひ
と

つ
に
番
号
が
付
け
ら
れ
、
糖
度
、
酸
度
、

で
ん
ぷ
ん
の
量
が
調
べ
ら
れ
ま
す
。

竹
田
研
究
員
は
「
こ
う
た
ろ
う
は
日

持
ち
が
良
く
主
力
品
の
ふ
じ
に
つ
ぐ
有

力
品
種
と
し
て
期
待
で
き
ま
す
。
2
、

3
年
後
に
は
販
売
で
き
そ
う
で
す
ね
。
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

.. 



ま
「国体の思ひで」
魚津市国際交流員
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憩いのひろばは、みなさんに登場して
いただくページです。
各コーナーに出ていただける人や
グループを募集しています。

建、ふ/

ト・セレムガさんスコッ

叩
月
市
白
か
ら
叩
日
ま
で
あ

リ
そ
H

卜
l

ム
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

休
憩
所
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

て
、
国
体
の
雰
囲
気
ゃ
に
ぎ
や

か
さ
を
昧
わ
い
ま
し
た
。
ア
メ

リ
カ
で
は
、
日
本
の
よ
う
な
国

体
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー

ツ
の
選
手
権
が
違
う
と
こ
ろ
で

違
う
時
期
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

も
し
複
数
の
選
手
権
を
見
た
か
っ

た
ら
、
ー
年
中
全
米
を
あ
ち
こ

ち
回
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
か
な
リ
大
変
だ
と
思
い
ま

す
。
で
も
、
日
本
の
国
体
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
よ
う
に
簡
単
に

何
で
も
見
ら
れ
ま
す
ね
。

開
始
式
の
日
が
や
っ
ぱ
り
一

番
面
白
か
っ
た
で
す
。
〈
王
国
か

ら
来
た
選
手
た
ち
が
緊
張
し
な

が
ら
も
元
気
よ
く
到
着
し
ま
し

た
。
最
初
に
県
外
の
人
を
見
る

だ
け
で
分
か
る
と
思
い
ま
し
た

が
、
(
例
え
ば
、
「
あ
あ
、
彼
が

青
森
の
人
そ
う
だ
ね
l

」
と
か
)

認
識
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

た
私
が
3
年
前
に
す
ん
で
い
た

な
つ
か
し
い
大
津
の
こ
と
に
つ

い
て
滋
賀
県
の
選
手
と
話
を
し

ま
し
た
。
選
手
以
外
に
見
に
来

た
観
客
の
興
奮
も
感
じ
る
こ
と

が
で
き
、
小
学
生
か
ら
お
年
寄

リ
ま
で
応
援
し
に
き
て
、
良
い

雰
囲
気
で
し
た
。

ほ
と
ん
ど
を
休
憩
所
で
選
手

た
ち
ゃ
観
客
に
飲
み
物
を
渡
し

て
い
ま
し
た
が
、
会
場
に
入
っ

て
試
合
を
見
た
ら
、
応
援
団
の

元
気
が
あ
る
の
に
は
驚
き
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
は
ど
こ
の
チ
ー

ム
か
を
問
わ
ず
に
太
鼓
を
叩
い

た
り
、
声
援
し
た
り
、
旗
を
振
っ

た
り
な
ど
を
し
て
、
白
熱
し
た

試
合
を
積
極
的
に
応
援
し
て
い

ま
し
た
。

私
が
も
っ
と
も
楽
し
み
に
し

て
い
た
の
は
天
皇
皇
后
両
陛
下

が
来
ら
れ
る
こ
と
で
し
た
。
来

る
時
聞
が
近
づ
く
と
迎
え
に
来

た
人
々
は
あ
ふ
れ
で
き
ま
し
た
。

大
勢
の
人
の
後
ろ
に
立
っ
て
い

た
私
は
、
頭
の
す
き
間
か
ら
両

陛
下
が
車
を
降
リ
る
の
が
見
え

ま
し
た
が
、
降
リ
る
と
み
な
さ

元
気
ク
シ

下
椿

告3

ん
が
日
の
丸
の
旗
を
振
っ
た
の

で
、
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

ま
た
、
珍
し
か
っ
た
こ
と
と

言
え
ば
、
そ
の
日
の
夕
方
に
霊

気
楼
が
現
れ
て
、
多
く
の
人
が

見
る
機
会
が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。

魚
浬
で
誇
リ
あ
る
国
体
が
開

催
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
次
回

も
楽
し
み
し
て
い
ま
す
!

ス
ク
ス
ク
ち
ゃ
ん

巴ラ

石
.A、

居

文7
2往ヵ;
f.v 

江
口
伊
田

も

も

な

桃
菜
ち
ゃ
ん

(石
倉
勲

・
喜
代
美
さ
ん
夫
妻
の
お
子
さ
ん
)

【
お
父
さ
ん
の
一
言
】

将
来
は
日
本
の
タ
イ
ガ

l
・
ウ
ッ

ズ
だ
!

(伊
田
潔

・
真
紀
さ
ん
夫
妻
の
お
子
さ
ん
)

【
お
母
さ
ん
の
二
=
ロ
】

や
さ
し
い
お
姉
ち
ゃ
ん
に
な

っ
て
ね

平成 9年4月 3日生まれ

司副凪-聞聞闘圃湖周・翻削.-調岡崎-a・・----・E---・ー------・・E---翻圃-
国晃典さんは備野)

大の巨人ファンで

今年は東京ドーム

にも行きました。リーグ優

勝したのはいいけれどその

瞬間を見逃したのはすごく

残念だったなあ・.. 

閉じく寝入ファンの
鳥沢さんヘ

富沢大輔さん{糟)

船舶免許をとりま

した。これで大概

の船には乗れるようになり

ます。もうシーズンは終わっ

たけれどウェイクボードや

ジヱツトスキーをめいっぱ

い楽しみたいですね。

ジェットスキー仲間の
八木さんヘ

血

八木正経さん (緑町〉

最近釣りを楽しん

て"ます。会社帰り

に魚津の海でアオリイカが

釣れます。この題、船を買っ

たので今度は沖に出てふく

らぎを釣りに行きたいな。

テニス仲間の審問さんヘ



令月の催し
10月 1日から図書館のホームページ運用開始/
アドレスは http://www.lib.city.uozu.toyama.jp/

蔵書検索などが利用できます。

• 11月の休館日・
3目、 5目、 13日、

19日、 23日、 27目、

30日

-図書館講座で知識を得ょう・

川柳教室

朗読録音研修会

古文書解読会

魚津読書会

時事英語を読む会

魚津短歌会

源氏物語を読み通す会

草かなで読む読書会

8日出)

14日決)

1 7日樹

20日(月)

24日働

25B(:t) 

26日(日)

28日(火) -開館時間・

平日 9:30"-' 18: 00 
土日 9:30"-' 16: 00 

-資料展・

「野鳥J

12月27日(水)まで

ああ言えばこう嫁行く
あがわ さわ こ だん

阿川佐和子・壇ふみ著

他人の不幸ほど、愉しくて愛しいものがこの世にある

だろうか。女同志の辛媒なやり取りに一度染まったら、

もうやめられない。

阿川佐和子と壇ふみの抱腹絶倒の往復エッセイ。

-みんな集まれ子どもの集い・

(子供映画産暢 10: 30'"'"' 

11日(土) 忍たま乱太郎
「変装大好きの段」

ちびまる子ちゃん

「超常現象って信じる」

楽
し
く
選
ん
で
こ
の
一
冊

【
新
着
図
書
か
ら
】

-
一
般
I
T
革
命
竹
中
平
蔵
・
船
橋
洋
一

こ
の
国
で
戦
争
が
あ
っ
た

P
H
P
研
究
所

子
供
が
育
つ
魔
法
の
言
葉

ド
ロ
シ

l
・
ロ

l
・
ノ
ル
ト

レ
イ
チ
ャ
ル

・
ハ
リ
ス

野
菜
が
ク
ス
リ
に
な
る
切
の
食
べ

方

池

田

弘

志

サ
イ
モ
ン
犯
の
法
則

紫

門

ふ
み

φ
文
学
・
小
説

貴

賓

室

の

怪

人

内

田

康

夫

余

寒

の

雪

宇

江

佐

真

理

光

源

桐

野

夏
生

P

・I
-
P

沢

井

鯨

脳

男

首

藤

瓜

於

川
の

深

さ

は

福

井

晴

敏

薬
師

和

田

は

つ

子

・
児
童
こ
ど
も
妖
怪
新
聞

い
え
で
で
で
ん
し
ゃあ
さ
の
あ
っ
こ

ざ
ぼ
ん
じ
い
さ
ん
の
か
き
の
き

す
と
う
あ
さ
え

お
じ
い
ち
ゃ
ん
だ
か
ら

25日(土)

あ
る
け

.
ビ
デ
オ

お
じ

ゃ
る
丸

福
田
岩
緒

長

新

太

あ
る
け1

i
{
J
Q
U
 

ボランティアの方が絵本などを読んでくれます。18日仕)午後2時00分.読み聞かせ

DOME  

日 催 ヰ知 開演

2B(*) 第40回 魚津市美術展覧会 (5日まで) 10 : 00 

にんき、ょうシアタ - lnミラ ージュ2000
4日出 (前売1日券 600円 当日 1日券700円〉 14 : 30 
5日(日)まで (4日は18:00にも公演)

6B伺)魚津市立東部中学校 合唱祭 8 : 30 

9日休)
文化庁移動芸術祭巡回公演

18 : 00 
松竹大歌舞伎

10日樹 魚津市立西部中学校 合唱祭 8 : 50 

わかくさ作業所20周年記念イベント
11日(土j わかくさミレニアムコンサー ト 14 : 00 
(一般 1，000円小中学生 500円)

18日出 暴力追放魚津市民大会 14 : 00 

19日(日)魚津工業高校吹奏楽演奏会 13 : 00 
17 : 00 

20日(月)子供フォ ーラム 13 : 30 

日 催 物 開演

2 B(;f:) 魚津市シルパースポーツ大会 9 : 15 

11日比J 食祭とやま m魚津&魚津うまいもん祭り (12日まで) 10 : 00 

全国勤労者綱引大会

19日(B)2000年とやまカップ 9 : 30 
(全国から32チーム参加)

23日(柑
新川地区高等学校

9 : 00 
バスケットボール大会

え
魚津市役所集合

12月の歩こう会長

歯

9:00 

本江公民館まで歩き、総会を開いた後親睦会を行い

ます。新しく会員になりたい方はぜひこの機会に参加

くださし )0 (親睦会費 500円)
問合せ先 魚津歩こう会(盛永)ft24-3123 



甘月

こぱと(大町)

H24-2402 

九グ~..d-クフ
γ べ ' ~...，r.."，/

YJ1〆 ':-<.i:;?タつ
一

;?フ

かもめ(経由)

H23-1777 

つぱめ(本江)

H23-5133 

-司書f~~~l沼(司 H31-7045 企画展『茶道具の世界j11月30日同まで開催中/発掘調査で出土した鎌倉~室町時代の茶道具を展示。

く〉箸ブロック工作
せいぞう とき

箸を製造する時にできる切

れ端を使って工作します。

どんなものができるかな?

9日(木)"，-，11日出 14: 00"'-' 
いちりんしゃきょうしつ

く〉一輪車教室
かいめ すこの はじ

2回目の教室です。少し乗れる人も初めての
ちょうせん

人も挑戦してみませんか?

14日(火)、 21日(火) 15: 00"'-' 無料

。おりがみワールド

ミッフィちゃん、ピカチュウ、キティちゃん

などを折ってみましょう。

25日(土.) 16:00"'-' 無料

く〉かもめっ子まつり
たの みつ

楽しい三つのコーナーがあります。お友だち
あ

と誘い合ってきてください。

11日(土.)13: 00"'-' 16: 00 

・おやつコーナー

( 1つ100円〉

・おもしろ科学コーナー

メルヘンランド(100円)
ふうせん

ふわふわロケ ット、ヘリュウム風船

・ゲームコーナー

みんなの力で楽しいお祭りにしましょう。

1日(水)からチケッ トを販売します。

もりたんけん

く〉きのみの森探検 (ネイチャ ーゲーム)
あそ

島尻のきのみの森で遊びましょう。

森の宝さがし、葉っぱと小枝で、絵をかこう/
さんかひ

8日(7]<)9: 00"'-'13: 00 参加費 200円
たいしょう しょうがく ねんせい

対象小学4年生"'-'6年生
ていいん めい もうしこ じゅん うけつけ

定員 15名(申込み順受付は 6日まで)

く〉ペン立て作り

牛乳パックと和紙できれいなペン立てを作ろう。

17日(金)15: 00"'-' 18日(土.)14:00"，-， 無料
ちゅうごく ぶんか し

。中国の文化を知ろう

ぎょうざを食べて中国の遊びをしよう

25日(土.)15: 00"'-' 無料

置主義i~3~~ø1iì司 H22-1049
ふれあい学習会

「紅葉を見て残す」

片貝川流域の紅葉を観察し、葉つば

を利用してしおりやはがきなどを作り

ます。

日時 11月11日ω9: 00'"'-'15 : 00 
場所 片貝川上流(紅葉の観察、採集)

埋没林博物館研修室(工作〉

対象小学5年生以上、 一般

定員 20名(申込みJI国〉
※雨天決行、弁当必要

申込み・問合せ先 埋没林博物館............。
第40回魚津市美術展覧会
第2回友好親善都市井原市
交流美術展開催/

市美展応募作品約200点と井原市か
らの交流作品15点を一堂に展示。
会期 11月2日(木)'"'-'5日(日)
10 : 00'"'-'18 : 00まで
( 5日は16: 00まで〉

会場 新川文化ホール展示ホール

井原市においても魚津市の以下の方

の作品が展示されています。

津田昭英、官野純子、大久保隆文、

経津帰帆、新村暁峰、木戸耕雲、村

椿雅憲、岡島悟、富山省三、細川芳

子、五島彰二、桧川義弘、辻輝敏、

綾坂昭弘、長田達明



ネ止

魚
津
市
身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

《
開
所
式
》

日
時
日
月
初
日
(
月
)

午
前
日
時
か
ら

本
町
1
丁
目
4
番
お
号

※
旧
職
業
安
定
所

場
所

H
a
~
 

?一

i

同
協

i
e
~~一

E

d

湖
併

~υ
一

J
J
iぺ
仇一

E

一ム/一

《
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
っ

て
ど
ん
な
と
こ
ろ
?
》

・
利
用
で
き
る
人

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
で
、
介
護
保
険

法
に
よ
る
要
介
護
又
は
要
支
援

の
認
定
要
件
に
該
当
し
な
い
方
、

開
及
び
そ
の
介
護
者
。

・
サ
ー
ビ
ス
内
容

通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
(
給
食
、

入
浴
、
送
迎
、
創
作
的
活
動
、

機
能
訓
練
等
)

介
護
方
法
の
指
導
、
更
生
相

談
な
ど

・
利
用
料

7
0
0
円
(
給
食
、
入
浴
込
み
)

・
休
館
日

土
曜
・
日
曜
・
祝
祭
日

年
末
・
年
始

・
電
話
番
号
幻
・

1
2
5
0

V
問
合
せ
先

市
社
会
福
祉
課
福
祉
保
護
係

岱
お
・

1
0
0
5

お

知

耳
・
補
聴
器の
相
談
会

身
体
障
害
者
の
方
で
、
耳
の

不
自
由
な
方
、
補
聴
器
の
調
子

の
悪
い
方
の
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
。
・

日

時

日

月

9
日
(
木
)

午
後
1
時
初
分

1
3時

・

会

場

市

役

所

3
階
会
議
室

義
肢
・
装
具の
相
談
会

身
体
障
害
者
の
方
で
、
義
肢

や
装
具
の
調
子
の
悪
い
方
、
新

し
く
作
り
た
い
方
の
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。

・
日
時
日
月
日
日
(
金
)

午
後

l
時
叩
分

1
3時

・

会

場

市

役

所

3
階
会
議
室

V 
福市以
祉役上
保所 2
8 護 l件
23 {系階の
社問

l 会合
O 福せ
O 祉先
5 g果

ら

せ

ふ
れ
あ
い
の
広
場

第
叩
回
ユ
ニ
ー
ク
ダ
ン
ス

障
害
を
持
つ
方
と
い
っ
し
ょ

に
、
楽
し
く
お
ど
り
ま
せ
ん
か
0

・
日
時
日
月
刊
日
(
日
)

午
後

2
時

i

・
会
場
魚
津
平
安
閣

V
問
合
せ
先

市
障
害
者
連
合
会
(
川
上
)

8
2
・
2
4
9
4

防山{円

火
事
・
警
は
川
番

刊
月
9
日
は
川
番
の
日

山
番
通
報
は
、
あ
わ
て
ず
、

正
し
く
、
お
ち
つ
い
て

一
生
に
一
度
も
か
け
な
い
か

も
し
れ
な
い
山
番
。
だ
か
ら
こ

そ
、
か
け
る
と
き
は
フ

l
ッ
と

一白
山
つ
い
て
か
ら
。

削

ま
ず
火
事
か
救
急
か
を
告
げ
、

ゆ
場
所
・
状
況
を
わ
か
り
や
す
く

ω

説
明
し
、
係
員
の
質
問
に
ハ
ツ

一

キ
リ
と
ザ合
え
て
く
だ
さ
い
。

@ 

e~r~-w;国盃E

11月30日まで・

国民健康保険税
(第5期分)

@
普
通
救
命
講
習
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
?

-

日

時

ロ

月

3
日
(
日
)
午
前

9
時
か
ら
正
午
ま
で

・
会
場
魚
津
市
消
防
署

・
内
容
心
肺
蘇
生
法
・
大
出
血
時
の
止
血
法
な
ど

・

定

員

初

名

(
申
し
込
み
順
)

ま
た
、
町
内
会
や
会
社
な
ど
の
要
望
も
承
り
ま
す
。

問
合
せ
下
さ
い

V
問
合
せ
先
魚
津
市
消
防
署
救
急
係

お
気
軽
に
お

8μ
・
0
1
1
9

@
秋
の
火
災
予
防
運
動

竹
月
9
日
(
木
)
r
J

旬
日
(
水
)

「
火
を
つ
け
た
あ
な
た
の
責
任
最
後
ま
で
」

暖
房
器
具
な
ど
火
を
扱
う
こ
と
が
多
く
な
る
季
節
に
入
り
ま
す
。
自

分
の
不
注
意
な
ど
か
ら
火
災
を
出
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

O
期
間
中
の
主
な
行
事

。
小
学
生
の
防
火
ポ
ス
タ
ー
展
日

/
9

1
日
サ
ン
プ
ラ
ザ
に
て

。
防
火
推
進
地
区
の
防
火
指
導

日
/
ロ
(
日
)
午
前

9
時
か
ら
(
大
町
地
区
)

V
問
合
せ
先
魚
津
市
消
防
本
部

S
M
A

・
0
1
1
9

川
崎
明
門
川
町
川
町
内
門
川
閣
川

r

m悶
悶
闘
幽

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
0

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
0

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

自
問
題

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
0

.
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
0

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
を
備
え
る
0

・
お
年
寄
り
ゃ
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ

く
る
。



「
魚
津
の
美
し
い
自
然
と
祭
り
」

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
者

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
「
美
し
い

自
然
の
部
」
に
お
点
、
「
祭
り

の
部
」に
お
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
審
査
の
結
果
次
の

方

々
が
入
賞

・
入
選
さ
れ

ま

し
た
。

《
美
し
い
自
然
の
部
》

市

長

賞

窪

田

隆

市
議
会
議
長
賞

行
沢

三

雄

商
工
会
議
所
会
頭
立
佐
々
木

要

観

光

協

会

会

長

賞

浦

辺

と

し

み

入

選

窪

田

隆

行
沢

三

雄

松

本

一

夫

宮
川

政
昭

田
中

徳

義

《
祭
り
の
部
》

市

長

賞

武

隈

和

男

市
議
会
議
長
賞
宮
川

政
昭

商
工
会
議
所
会
頭
賞
宮
崎
義
弘

観
光
協
会
会
長
賞

柿

林

清

彦

入

選

窪

田

隆

宮
崎

義
弘

金
坂

弘
明

武
田

清
政

宮
川

政
昭

(
敬
称
略
)

報I1育

総
合
体
育
館
室
内
温
水

ブ
!
ル
休
業
の
お
知
ら
せ

ボ
イ

ラ
ー
工
事
の

た
め
次
の

期
間
休
業
い

た
し
ま
す
。

・
ロ
月
日
日
(月
)
か
ら

来
年

1
月

4
日
(
木
)
ま
で

V
問
合
せ
先

魚
津
市
総
合
体
育
館

宮
幻

・
1
2
6
3

狩
猟
解
禁
は

刊
月
時
日
か
ら

日
月
日
日
か
ら
来
年

2
月
日

日
ま

で
、
狩
猟
が
解
禁
と
な
り

ま
す
。
狩
猟
が
行
わ
れ
う
よ
う

な
山
な
ど

へ
お
出
か
け
の
際
に

は
、
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

ハ
ン
タ

ー
の
皆
さ
ん
は
、

マ

ナ
ー
を
守
っ
て
安
全
な
狩
猟
を

心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

新
川
ス
ー
パ
ー
農
道

通
行
制
限
に
つ
い
て

新
川

ス
ー
パ
ー
農
道
消
雪
工

事
の
た
め

、
片
側
交
互
通
行
に

な
り
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
0

.
区
間

横
枕
交
差
点

i
石
垣
交
差
点

(約
5
0
0
m
)

・
期
間

日
月
初
日
か
ら
ロ
月
刊ω
日
ま
で

V
問
合
せ
先

魚
津
農
地
林
務
事
務
所

窓
辺

・
9
1
4
2

農
振
除
外
は

刊
月
初
固
ま
で
に

農
業
振
興
地
域
内
で
あ
っ
て
¥

農
地
を
宅
地
等
に
転
用
す
る
場

合
に
は
、
事
前
に
農
用
地
以
外

へ
の
用
途
変
更
(
除
外
願
)
が

必
要
で
す
。

ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
認
可
さ

れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

事
前
に
協
議
願
い
ま
す
。

添
付
書
類
等
詳
細
に
つ
い
て

は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ

い
。

V
問
合
せ
先

市
農
業
水
産
課
振
興
係

8
mω

・
1
0
3
2

用
水
を
減
水
し
ま
す

幹
線
用
水
修
繕
工
事
の
た
め

減
水
し
ま
す
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。・
用
水
路
名

中
川
用
水

・
経
田
用
水

荒
井
用
水

・
印
田
用
水

鴨
川
用
水

・
古
田
用
水

天
神
用
水

・
東
山
用
水

青
柳
用
水

・
東
尾
崎
合
口
用
水

東
城
用
水

・
島
尻
用
水

員
田
用
水
・

横
枕
用
水

.
減
水
期
間

日
月

9
日

午

前

9
時
よ
り

日
月

凶

日

午

後

5
時
ま
で

V
問
合
せ
先

片
貝
川
沿
岸
用
水
土
地
改
良
区

a
n
・
0
6
9
7

選
挙
人
名
簿
を
縦
覧

し
ま
す

-
縦
覧
期
間

ロ
月

3
日
(
日

)1
7
日
(
木
)

.
縦
覧
場
所

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

V
問
合
せ
先

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(
市
総
務
課
内
)

8
n
・
1
0
1
9

@
小
規
模
事
業
者
の
方
ヘ
j
融
資
制
度
の
お
知
ら
せ
j

融
資
対
象

。

従
業
員
別
人
(
商
業

・

7
…

ビ
ス
業
は

5
人
)
以
下
の
事
業
4

者
で
、
原
則
市
内
で

1
年
以
上

。

同

一
の
事
業
を
引
き
続
き
営
む

e

方
で
、
市
税
を
完
納
し

て
い
る

。

方。

…

資
金
使
途

ゆ

限
度
額

世

融
資
利
率

干

融
資
期
間

融
資
申
込

融
資
対
象

市
内

に
1
年
以
上
在
住
し
て

い
る
中
小
企
業
等
に
働
く
従
業

員
の
う
ち
、
当
該
中
小
企
業
等

の
在
職
期
間
が

2
年
以
上
で
あ

る
方
資
金
使
途

限
度
額

融
資
利
率

融
資
期
間

融
資
申
込

事
業
資
金

2
0
0
万
円

年
印
%

6
か
月
以
内

取
扱
金
融
機
関

生
活
資
金

刊
万
円

年
出
%

4
年
以
内

取
扱
金
融
機
関

※
取
扱
金
融
機
関
は
農
協

・
漁
協

・
郵

便
局
を
除
く
市
内
金
融
機
関
で
す
o

v以
上

2
件
の
問
合
せ
先

市
商
工
観
光
課

岱
幻

・
1
0
2
5

@
水
道
工
事
の
申
込
み
は
お
早
め
に

冬
期
間
に
水
道
管
の
引
き
込
み
工
事
の
申
込
み
を
さ
れ
て
も
、
降

雪
な
ど
に
よ
っ
て
、
工
事
の
一
時
中
止
や
大
幅
な
延
期
を
お
願
い
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
冬
期
間
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
道
路
の
復
旧
工
事
が
非

常
に
難
し
く
、
道
路
の
損
傷
や
交
通
事
故
な
ど
を
誘
発
す
る
恐
れ
が

あ
る
か
ら
で
す
。

水
道
工
事
を
今
後
予
定
し
て
い
る
方
は
、

給
水
装
置
工
事
業
者
に
お
早
め

に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

市
水
道
局

宮
幻

・
1
0
1
3

市
水
道
局
ま
た
は
指
定



魚
津
高
校
外
国
語
指
導
助
手

;

!

j

j

-

刷
の
ロ
|
リ
.
グ
リ
ー
ン
グ
ラ
ス

建
築
川
I
C
A
D応
用

一
さ
ん
に
中
央
ア
メ
リ
カ
の
伝
統

講

座

一料
理
を
教
わ
り
ま
す
。

・
日
時
日
月
お
日
(
火
)

午
前
日
時
(
)
午
後

1
時

・
会
場
道
下
公
民
館

・
定
員
日
名
(
申
込
み
順
)

・
参
加
費

5
0
0
円

魚申締受定対 日き作用
津込切講員象 時ま成図パ
地みり料 い すの面ソ
域・ 20 ず 12 11 0 仕 3 コ
職問 114名平れ 月月 方主ン
8 業合月 J(面も 8 1 28 を思を
24訓せ 20~申図午日日日 学凶使
・練・日;込の後主主夫 ぶ二つ:r毒E白哩24)三) iYτ 
7 タ るか旦 が三;主
9 I 方らさ で石集

・ま楽
定ス魚講会午火日しし簡
員コ津師場後曜時よみ単
ッ市 7 日 うなな
15 ト国 市時~ 11 0 が英
名 L 際役~ 12月 ら会
生に交 所 8月 14 英話
FP f流第時 12日 語を
ユテエ員 1 30日か に中
CIj- N 会分まら 親心
III~ 議で毎 Lに

:至)週み

集募

英
語
で
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん

か
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
サ
ロ
ン

男 T.
女閉会
協合場
力せ
・先市午 11

2 国 役後月
23際市所 716 
係企第時日
l 岡 lか(
0 広会ら木
1 報議 ) 
7 室室

-
日
時

世
界
の
料
理
で

い
た
だ
き
ま
す
!

初
心
者
の
た
め
の

短
期
英
語
教
室

V
以
上

2
件
の

申
込
み
・
問
合
せ
先

市
企
画
広
報
室

男
女
協
力
・
国
際
係

宮
お
・

1
0
1
7

大
型
油
回
収
兼
し
ゅ
ん
せ
つ

船
の
名
前
を
募
集
し
ま
す

大
規
模
な
油
流
出
事
故
が
発

生
し
た
場
合
に
備
え
て
速
や
か

に
回
収
作
業
を
行
う
船
が
日
本

海
に
配
備
さ
れ
ま
す
。
こ
の
船

の
名
前
を
募
集
し
ま
す
。

応

募

方

法

ハ

ガ

キ

に

船

の

名

前
と
そ
の
理
由
・
住
所
・
氏
名

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入

締
切
り
日
月
初
日
(
月
)

V
応
募
・
問
合
せ
先

干
似

1
8
0
1
1

新
潟
市
入
船
町

4
の
3
7
7
8

運
輸
省
第
一
港
湾
建
設
局
新
潟

港
湾
空
港
工
事
事
務
所
「
新
船

名
前
募
集
」
係

-
h
E

に
υ

η
ノ
白

同
】
円
ノ
ム
・
つ
臼
・
円
。
寸
i

1ょ
1
i

a
t

ハu
q

L

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

抹
茶
教
室
受
講
生
募
集

市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
の
初

歳
未
満
の
方
が
対
象
で
す

日
時
日
月
日
・
初
日
(
月
)

午
後

7
時
か
ら

参
加
費

2
回
で
肌
円

定

員

同

名

締

切

り

口

月

8
日
(
水
)

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

魚
津
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

岱
幻
・

4
3
3
0

@ 

ス
ポ

ツ
始
め
ま
せ
ん
か

日
月
日
日
(
土

)
iロ
月

9
日
(
土
)

毎
週
土
曜
日
計

5
回
午
後

7
時
半
よ
り

場

所

東

部

中

体

育

館

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
者
で
同
歳
以
上
の
男
女

受
講
料

l
、
5
0
0
円
(
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
料
を
含
む
)

定

員

初

名

※
ラ
ケ
ッ
ト
は
主
催
者
側
で
用
意
し
ま
す
。
運
動
の
で
き
る
服
装
で

室
内
シ
ュ

ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日

日
月
日
・
凶
・

m-MA
・
幻
・
初
日
・
ロ
月

4
・
7
日

い
ず
れ
も
午
後

6
時
半
か
ら

会

場

あ

り

そ

ド

ー

ム

対

象

中

学

生

以

上

参
加
費

2
、
0
0
0
円
(
保
険
料
、
会
場
使
用
料
等
)

期
日

期

日

日

月

別

日

・

ロ

月

5
日

会
場
魚
津
市
健
康
セ
ン
タ

ー

内
容
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
、

参

加

費

無

料

V
各
教
室
の
申
込
み
先

午
後

2
時
か
ら

ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
等

市
ス
ポ
ー
ツ
課

宮
お
・

1
0
4
6

@
県
民
カ
レ
ッ
ジ
新
川
地
区
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)

「
プ
レ
講
座
」
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

来
年

4
月
、
新
川
女
子
高
校
内
に
県
民
カ
レ
ッ
ジ
新
川
地
区
セ
ン

タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。
ど
ん
な
施
設
に
な
る
か
、
ど
ん
な
事

が
で
き
る
の
か
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
介
護
入
門
や
楽
し
い
英
会

話
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
な
ど
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

日
時
日
月
お
日
(
土
)
午
前
日
時
か
ら

場

所

新

川

女

子

高

校

受

講

料

無

料

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

新
川
女
子
高
校
「
プ
レ
講
座
」
係

2
n
・
3
5
3
5
F
A
X
n
・
2
1
1
9

¥
相
談
は
無
料
で
す
|
ノ

〆
|
お
気
軽
に
と
う
ぞ
¥

曜
日
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

月
j
金
曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

盟
諸
蹴
倒

9
時
1
灯
時

闘

問

題

(
予
約
制
)

第

4
火

曜

日

目

時

1
日
時

盟
副
隊
滋

第
1

・
3
木
曜
日

目
時

1
凶
時
局
山
川
崎
酬
明
。

市
民
相
談
室

a
n
-
-
0
0
3

盟
指
磁
mm

第

2
金
曜
日

日
寺

i
M時

会

場

サ

ン

プ

ラ

ザ

問

合

せ

は

富
山
地
方
法
務
局

E
n
1
0
4
6
1

図

硲

淵

凶

平
日
の

9
時

1
日
時

と
第
1

・
3
土
曜
日

9
時

i
ロ
時

市
教
育
セ
ン
タ
ー
岱
幻

1
1
7
1
7

議
望
書
沼
唖
庖

自

宮
川

ω
1
1
0
0
6

市
社
会
福
祉
課

図
様
盟

火
・
水
・
金
曜
日

市
商
工
観
光
課

目
闘
訓
時
世

9
時

i
灯
時
市
役
所
高
年
齢
者

職

業

相

談

室

包

幻

l
1
0
9
1

悶
臨
由
民
総
磁
磁

9
時
1
口
時

パ
ー
ト
雇
用
セ
ン
タ
ー
(
サ
ン
プ
ラ
ザ
内
)

8
2
1
8
1
5
2
 

Q
U
土
寸
(
)
ρ
h
M
土
寸

日

1

H



@
市
民
ふ
れ
あ
い
パ
ス

お
ひ
と
り
で
も
、
グ
ル

ー
プ
で
も
参

加
で
き
ま
す。

・
定
員

お

名

(
申
込
み
順
)

・
参
加
費

無
料
(
た
だ
し
、
体
験

コ
ー

ナ
ー
で

は
別
途
料
金
が
必
要
で
す
。

昼
食
は
各
自
持
参
で
す
が
新
川
育
成

牧
場
で
は
有
料
の
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ー

ナ
ー
な
ど
も
有
り
ま
す
。
)

・
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
ハ
ガ

キ
で

申
込
み
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
に
は
次

の
事
項
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

・
個
人
住
所
・
氏
名

・
年
齢

・
電
話
番
号

・
団
体
(
日
名
ま
で
)

団
体
名

・
代
表
者
の
住
所
・
氏
名

・

年
齢

・
電
話
番
号

・
参
加
人
数

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

干
肌

1
8
5
5
5

魚
津
市
役
所
企
画
広
報
室

広
報
広
聴
係
岱

幻

・
1
0
1
5 参

加
者
募
集

手呈

11月29日
(水)

北
陸
職
業
能
力
開
発
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広浜建材一新川育成牧場(昼食)ーエコポート (朝日町)
※新川育成牧場ではソ ーセージ作りを体験しますので別途
1、000円必要になります。
午前 9時市役所出発、午後 3時頃解散の予定。一部日程を
変更することがあります。

実施白

(敬称略)

13，000円
50，000円
10，000円
5，7 0 0円

200，000円
159，796円
50，000円
3，000円
6，100円
50，000円
6，991円

ご寄付ありがとうございます

100，000円
100，000円
5，000円
50，000円

ii23-1019 

(1 1月)

地域

北中・仏又・岡経団)

ヨ・西尾崎・平伝寺)

ガス保安センタ一

新川地区支R

E:重留~1~諮問蔵書室翠拠隠さ事

午後2時よリ
Z化ホール

握手B~認i与野由璃~~悶ëJ

民事 ・家事などの紛争でお困りの方は

調停制度を ご利用 ください。

日時 11月9日(木)午前10時~午後』
場所 魚津サンプラザ3階スタジオ広場
主催 富山調停協会連合会 ・魚津調停協会

毎月第 1木曜日午前 10時から午後3時 ;
魚津総合庁舎 ii24-5311 ~ 
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魚津保育園職員一同

(故)松崎長生 川原

連合富山新川地域連絡会

野崎栄吉 出

三井自動車(欄友の会天神野新

魚津第二保育園 職員一同
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結核・鵬峨診臨済みですか?

@教室・相談会など
会場:健康センター l2;;盟問:ぃ)
内 容〔時間〕 実 施 日

機能訓練 個別 7、14、21、28日(刈

[9:30~12:00J 集団 9、30日(木)

健康運動相談会
20日(月)

[13: 00 ~ 13 : 30 ] 

痴呆予防相談会

[ 9: 30 ~ 12 : 00 ] 予約制

一一などちょっと気になる方の相談会です。

ヘルスアップ教室 12月6日(桝
[ 9: 30 ~ 15 : 30 ] 予約制

*健診後、血糖値が気になる方の教室です。

問合せ先健康セ ンタ ー

@老いを考える集い
痴呆予防の話と生きがい体験談など

日時 11月25日出 13:00"-'16:00
会場健康センター

問合せ先新川保健所魚津支所

H24-0359 

さわやかコミュニケーションの集い

5~失語症ライブ~
日時 11月16日(木:)13: 30"-'15: 00 
会場 ありそドーム(産業展示ホール)

講師言語療法士遠藤尚志先生

問合せ先健康センター

@健康テレホンサービス
(県保険医協会) H 076-442-0003 
11月のテーマ

(月) 肺塞栓症

(火) 乳幼児突然死症候群

(水) 経口避妊薬

(木) 入れ歯の手入れと義歯安定剤

(金) 心臓神経症

(土・日)糖尿病の食事療法

@結核検診・肺がん検診
ゆ受診票、検診料金200円(肺がん検診受診希望の方)

実施日| 受付時間 | 会 場

15日休)16日附 9: 3D""" 11 : 00 I 健 康センタ

対象者:40歳以上(結核検診は18歳以上)で職場検診のない方。

※事前に受診票を個別にお届けします。案内の来ない方、職場を退

職された方は、健康センターまでご連絡ください。

結核検診の結果通知について 10月 4日までに受診され
た方で、個別に結果通知が届かなかった方については、特に異

常な所見は認められませんでした。来年も受診しましょう。

@集団がん検診
ゆ受診券、健康手帳、検診料金

まん剛…

た

日

同

士
民
「
ひ
大
」

た
ゆ
だ

叶

針

み

か
樵
弘

一
町
民
一
明

診
話
引

受
電
ま

実施日 メτE』玉三 場 内 容 来ヰ 金 受付時間

胃がん 900円 8:30~ 9:30 

大腸がん 700円
8: 30~ 9: 30 

10日(金) 健康センター 13: OO~ 14: 00 

子宮がん 800円
13: OO~ 14: 00 

乳がん 1，200円

平成12年度中に、 40歳、 50歳、 60歳になられる方および70歳以上の方

は無料。子宮がん、乳がんについては、 30歳の方も無料。

子供を事故から守ろう/

1歳から 9歳までの子供の死因第 1位は不慮の事故です。

また、 11月はSIDS(乳幼児突然死症候群)予防月間でもあります。
周りのちょっとした気配りで子供の事故を予防しましょうノ

|子供の安全チェックリスト[
①小さな子供だけを家において留守にしない。

②子供をソファーやベッドなどの高い所に置いたときは目を離さない。

③階段や段差のある所には柵などで子供が落ちない工夫をする。

④アイロン・ポット・お茶などの熱いものは手に届くところに置かない。

⑤ストープやファンヒーターなどには触れないように工夫する。

⑤たばこ・薬・化粧品・洗剤・漂白斉IJ.殺虫剤・刃物など子供が誤っ

て飲み込むと危険な物は手の届くところに置かない。

⑦赤ちゃんの寝具はやわらか過ぎるものは避ける。また、タオル・ガ-

ゼ・ビニールなど患をふさく物は周りに置かない。

⑧浴室・トイレ・洗濯場には子供が一人で入れないような工夫をする。

⑨自動車に子供を一人で置かない。乗せる時は、必ずチャイルドシー

トを装着する。

※健康センターに事故予防に関するパネルが展示しでありますので、

ご覧下さい。



お開会せは 魚津市健康センター
奮2ふ3999

@母子保健ゆ母子手帳、会場:健康センター

内 容 対 象 実施日 受付時間

4 か月児健診
第 1子

満 4か月児 9日(木) 13:00"'-'13: 15 
股関節脱臼検診 第 2子以降

13:15"'-'13:30 

1歳 6か月児健診
平成11年 4月生

14日(火) 13:00"'-'13:30 
まれの児

3 歳 児 健 る5ふ::;t 平に事成前9に年案5内月を生送ま付れしのま児す 22日(水) 13:00"'-'13:30 

@予防接種時帝京母子手帳

会場:健康センタ一、受付時間13:30"'-' 14: 00 

対象疾病と対象年齢 実施日 該 当 地区

手重 ;昆 dCEコA 
6日(月) 大町、下中島、上中島、松倉

一
8日(水) 上野方、本江

(百日咳、ジフテリア、
13日(月) 経田、天神

破傷風〉

生後 6"-' 66か月
16日(木) 片貝、加積、西布施

20日(月) 村木、道下

ツベルクリン反応検査 生後3か月 15日(水)
本江、上野方

BCG  接種 -----48か月 17日(金)

日 本 1出 炎
21日(火) 道下、上野方

生後36か月"-'60か月

*対象年齢は、望ましい接種年齢を示しています。対象年齢を過ぎた場合

は、早めに健康センターへお問い合せ下さい。

+休日当番医(診療時間/午前9時~午後5時)

診療日 一 般 医 歯 科 医

3日働 鈴木産婦人科医院
双葉町

魚津歯科医院
朝日町泊

fi24-8820 fi82-0468 

5日(日)
魚津神経 江口

野田歯科医院
入善町入膳

サナトリウム fi22-3486 fi72-0262 

12日(日)羽田内科医院
新金屋

塩見歯科医院
入善町入膳

fi22-0642 fi74-1350 

19日(日)魚津緑ケ丘病院
大光寺

平沢歯科医院
朝日町道下

fi22-1567 fi82-0348 

23日(木)早川婦人科医院
緑町

柚木歯科医院
入善町入膳

fi22-4578 fi74-0058 

26日(日)平井整形外科
末広町

竹島歯科医院
入善町入膳

fi22-0888 fi74-1588 

12月
深 )11 病 院

鴨川町
西島歯科医院

入善町入膳

3日(日) fi22-5780 fi72-4848 

新川地区休日夜間急患医療センター(黒部消防署向側fi54-0731)
診療時間/午後7時""'11時 診療科目/内科・小児科・外科

@育児サロン
対象:未就園児とその家族

受付時間:保育園・幼稚園 9:00"'-' 9:45 

実施日 た32hZ 場

7日(火) 三円圭三 島 保 二円bご 園

8日(水) あけび保育園

9日(木)
魚 津 愛 三同bご 園

道 下 保 三円t=;; 園

10日幽 松 倉 保 三同t=;; 園

14日(火)
経田・野方保育園

経 回 幼 稚 園

15日(水) 住吉・西布施保育園

18日(土) 大 町 幼 稚 園

@すくすく教室ゆ母子手帳

おもちゃ・離乳食・虫歯予防の話ほ

か希望者に身体測定・育児相談など

日時 11月27日(月)受付 12:45-----13: 15 

対象 生後8-----10か月児を持つ親

会場健康センタ ー

@パパの育児教室 時母子手帳
実習「おむつ交換 ・お風日の入れ方」

と先輩パパの体験談

日時 11月18日凶 13:00-----16: 00 

対象妊婦と夫及びその家族を対象に

先着16組(ママもご一緒に〉

会場及び申込み先健康センタ ー

申込み期限 11月15日(水)

@初孫教室
歌と手遊び・講話「孫との関わり方」

及び虫歯予防の話ほか

日時 11月29日(村 9:30-----12:00

対象 お孫さんがいる祖父母の方

会場及び申込み先健康センター

申込期限 11月27日(月)

@あとびっこ教室 ゆ 母子手帳

アトピ一皮膚炎に関する講義と座談

会及び個別相談

日時 11月27日(月)13: 30-----15: 45 

(要予約 ・保育室あり〉

会場及び申込み先

新川保健所魚津支所 fi24-0359 



39年前に、当時の皇太子殿下ご夫妻(現在の天皇皇后両陛下)

が、富山市で開催された全日本産業安全大会ご出席のため、

10月14日から 5日間の日程で来県された。

魚津市を訪れられたのは今回の訪問と同じ 10月 15日であ

った。当時はまだ国道8号線も開通しておらず(翌年4月に開

通)富山地方鉄道電車で魚津駅にお着きになり、魚津水族館か

ら埋没林博物館をご覧になられたあと宇奈月へ行かれた。

写真は、寺田市長がご夫妻を案内され、水族館の職員が指示

棒で鯛なと、の入った円形水槽の説明を行っている。右端の人が

持っている帽子は皇太子殿下のトレードマークの帽子である。

また、皇太子殿下ご夫妻がご成婚されたのは2年前の昭和

34年であり、第 13固とやま国体が開催された年である。偶然

とはいいながら歴史的に振り返ると何か縁があるように思える。

くシリーズ⑧コ

まちかと

前魚津水族館をご覧になる

皇太子ご夫妻
(昭和36年10月15日)

月

2日(木) 魚津市表彰式(10:00""市役所)

第40回魚津市美術展覧会(5日まで新川文化ホール)

魚津市シルバースポーツ大会 (9:15""ありそドーム)

3日(金)文化の日

11日(土) 食祭とやま2000in魚津&魚津うまいもん祭リ (12日までありそドームほか)

12日(日) 魚津の朝市(魚津うまいもん祭りと併催 8:00""魚津港魚市場)

19日(日) 全国勤労者綱引大会 2000年とやまカップ (9:30""ありそドーム)

20臼(月) 魚津市身体障害者デイサービスセンター開所式(11:00""旧職業安定所)

23日(木) 勤労感謝の日

(
日
月

男23 :097人FT4A)一女f24~675^(日ち)一計瓦7~7 7_2XCt_2) 15~52.2 .. 世-帯(工2)J前月対比)

国体では各会場とも劇的な展開があり、カメラのファインダ一越しに選手たちの嬉しさ悔しさが伝ってきて思わず涙して、うまく撮

影できなくなってしまうことが多々ありました。「爽やか」という言葉が似合った今世紀最後の秋。みなさんの思い出は何ですか?

a 


